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モンスター娘に襲われるＡＳＭＲ ～アルラウネのラウニカ編～ 

（Attacked by a Monster Girl ASMR -Alraune Girl Launica Version -） 

 
 あらすじ 
冒険者が訪れる大樹海。そこは樹海というだけあり、多くの植物が存在する。中には植物

の形をした魔物も……。特にアルラウネは普段、周囲の森に溶け込んでいるが、男性が近づ
くと体液を求めて活動を始める魔物である。アルラウネの個体ラウニカは、日照不足の場所
で育ったために、陰気な性格。しかし日光を補うために、通りがかった冒険者から栄養分と
して精液を奪取する方向に進化していた。養分を得たラウニカは、さらに淫乱な本性をあら
わにして、最終的には冒険者自身を『養分』とするのだった。 
 
 
 登場キャラ 
 アルラウネのラウニカ：樹海に生息するアルラウネ。光合成と地面からの養分で生きてい
くアルラウネだが、日光が得られず暗くて陰気な性格になってしまった。養分を補うために、
人間から精液を搾り取ったり、直接栄養分とする方向に進化していった。花粉や香りで獲物
となる人間を操る術を持つ。日光のある場所で美しい花を咲かせる他のアルラウネにコン
プレックスを持っているので、卑屈な性格ではあるが、褒められると弱いチョロいところも。
ただし人間のことは養分を出してくれる存在としか思っていない。 

 
 少年冒険者：貴重な薬を作るために樹海を訪れた薬学士の少年。薬の材料となる植物を探
しにきたところ、ラウニカに目をつけられ、ラウニカの花と引き換えに精液の提供を半ば強
制的に要求される。その結果、ラウニカの花粉を浴びて、精液を絞りつくされてしまう。  
 
（※制作都合上、一部内容を変更した箇所があります） 
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１．   出会い ～日陰の植物娘～ 

 
ラウニカ「あ、あのぅ……」 
ラウニカ「えと……ちょっと、いいですか？」 
ラウニカ「うぅぅ……聞こえてないのかな。もしかして、私、無視されてる？」 
ラウニカ「あ、あ、行っちゃう……もっとおっきな声出さなきゃ」 
ラウニカ「すぅぅぅぅぅぅ」 
ラウニカ「あのっ！」 
 
ラウニカ「あ、そうです。こっちです、こっち……へ、へ、どうも。んふ」 
ラウニカ「あ、私、アルラウネのラウニカっていいます」 
ラウニカ「えっとぉ……あの、急にすみません」 
ラウニカ「な、なんか最近この辺り、暗くないですか？ ねぇ？」 
ラウニカ「え？ あっ、そそそそうですよね。初めて来たんですもんね。知らないですよね

……あはは」 

 
ラウニカ「いやあ……え？ そう！ そうなんですよ。おっしゃる通り！ 周りの葉っぱが

すごくて。日光がさえぎられちゃって……」 

ラウニカ「あ、で、でもっ。そこに気づくなんてさすが人間さんですね！ もしかして植物
に詳しいんですか？ んふふふ」 

ラウニカ「おかげで私ぃ、太陽の光を浴びられなくて……そこで、あの……もしよかったら
……なんですけどぉ」 

ラウニカ「周りの葉っぱを切り落としたりして、日当たりをよくしてもらえませんか？」 
ラウニカ「あ、もちろん、ただでとは言いませんよ？ 私の葉っぱやお花、いいお薬の材料

になると思いますよぉ」 
ラウニカ「人間さんの世界では手に入らないような、それはそれは強力な……ふひ、ふひひ

ひ……」 
ラウニカ「え、い、いいんですか？ やったぁ……じゃあ、早速お願いしますっ」 
 
ラウニカ「お、おぉ～～。ふぉぉぉぉぉ～！ やったぁ」 
ラウニカ「ああ……空が見える……太陽が見えるぅ……んふぅ」 
ラウニカ「ふひひ、私なんかのためにぃ……ありがとうございますぅ……へ、へ、へ」 
 
ラウニカ「あ、待って！ 行かないで！」 
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ラウニカ「すすすすいませんっ！ 止めようとして、慌ててツルで拘束してしまいました」 
ラウニカ「でもでも、あのっ……もうひとつ、追加のお願いが……」 
ラウニカ「その……えっと、ですね。お願いというのは、その……」 
ラウニカ「ん、んふ……なんて言ったらいいか、うぅん……え、へ、うぇへ」 
ラウニカ「その、ですね？ 日光で栄養を生成するまで時間がかかってしまうので……その

……」 
 
ラウニカ「え、ええっと……あなたも養分にしたいなって……えへっ」 
 
ラウニカ「あ、大丈夫です大丈夫です。暴れないで！ 殺しません！ 殺しませんから」 
ラウニカ「ちょおっと……その……えっと……あなたの……んふ、んふ、うぇへ」 
 
ラウニカ「あなたの精液をいただくだけなので」 
 
ラウニカ「へ……へ……うぇへ……ふひっ、ふひひっ」 
ラウニカ「そんなに踏ん張って抵抗しないでくださいよぉ」 
ラウニカ「しょ～がない。引きずってでも、こっちに来てもらいますからね」 
ラウニカ「さあ……こちらへどうぞ、人間さん」 
 
ラウニカ「よいしょ……よいしょ……」 
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２．   ツル拘束耳舐め ～耳の中を媚薬の蜜と花粉でいっぱいに～ 

 
ラウニカ「さあ……もっと私の近くへ……へ、へ、ふへ」 
ラウニカ「ああっ、ダメですぅ。暴れないでくださいっ。もっとキツくツルで拘束しますよ

っ？」 
ラウニカ「んふ、んふ……このまま絞め殺しちゃわないように気を付けないと……いひひ」 
ラウニカ「……あ、おとなしくしてくれますか？ ならよかったですぅ。いい子いい子……

えへ。じゃ、準備しますぅ」 
ラウニカ「じゅるり」 
 
ラウニカ「す、すみませんねえ、日光が十分なら、こんなことする必要も無いんですがぁ」 
ラウニカ「ここは日当たりが悪くて……私は人間さんから栄養をいただかないと、生きてい

けないんですぅ」 
 
ラウニカ「まあ……そのぉ……私なんかが相手ではイヤかもですがぁ……それなりに気持

ちよくしてあげますので……うぇひひひ」 
ラウニカ「私、全身から蜜や花粉を出せるんですけどぉ……」 
ラウニカ「この蜜や花粉には、とっても強力な媚薬効果があるのでぇ……ふひひっ」 
 
ラウニカ「おちんぽおっきくさせて、気持ちよぉ～く射精できますからねぇ……んふんふ」 
ラウニカ「まずは身体を震わせて……この辺り一帯に花粉を撒き散らしてしまいますね」 
ラウニカ「邪魔者が入ってこれないように……うぇへへ」 
ラウニカ「次は媚薬効果たっぷりの蜜を……どこから出してみせますかね？ どこでもい

いんですけどぉ……」 
ラウニカ「やっぱり、この柔らかい舌からがいいですかね？」 
ラウニカ「呼吸をする度に私の花粉を吸いこんで……」 
ラウニカ「耳の穴からは、私の蜜を染み込ませてあげますぅ」 
 
ラウニカ「じゃあ、いきますよぉ？」 
ラウニカ「まずは耳たぶから……ちゅっ」 
ラウニカ「ん、ちゅっ……ちゅっ……はふぅ。ぁ……ちゅっ、ちゅぅぅ……ん」 
ラウニカ「ん……あぁ～……。はむ、んむんむ。はぁ……む、はんむ、んむ……んふぅ、ん

ふぅ」 
ラウニカ「やわらくて、でも芯には少し固いコリコリした感触があって……楽しい、です」 
ラウニカ「は……あ、んむ、んむ。んはぁ、はぅむ……」 
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ラウニカ「花粉もたっぷり吹きかけて……」 
 
ラウニカ「ふぅぅぅぅぅぅ～」 
 
ラウニカ「へ、へ、ふへへぇ……えるぉ……えろぉ～ん、えれおぉ～ん」 
ラウニカ「えろえろえろ……ん、ろるろるろる……んはぁ。んぁ……えれえれえれ……」 
ラウニカ「わぁ……人間さんの耳、赤くなってきましたよぉ」 
ラウニカ「それに、熱い……んふ。えろぉ～……ん、んちゅぅ……っはふぅ～」 
ラウニカ「はあ……はあ……ん。えろ、えろ、んむう」 
ラウニカ「人間さんの耳から私の蜜が垂れてますぅ」 
ラウニカ「もったいないですねぇ？ ちゃあんと、耳の中まで、奥まで入れないと」 
ラウニカ「耳の穴の中……いきますよ？ うぇへへ」 
 
ラウニカ「んはぁぁぁ……じゅるっ……じゅぼ、じゅるるるる」 
ラウニカ「ん、んふぅ……ぢゅ……ぢゅ……ぢゅ、はぁっ、んふ……ぢゅぅぅ」 
ラウニカ「じゅぼっ、じゅぶるるる……はふぅ……じゅぼっ、じゅぶるるる……はっ、んっ

……はぁ、はぁ……ん」 
ラウニカ「じゅぶる、じゅるるる、じゅる……れろぉ、じゅるり……はぁ……うぇひひ」 
 
ラウニカ「私の蜜をい～っぱい流し込んで」 
ラウニカ「じゅる、ぬじゅる、んじゅぅる……じゅ、じゅぶ、じゅぶ……じゅるるるるる」 
ラウニカ「吸って、また流し込んで」 
ラウニカ「ぢぅ、ぢぅぅぅぅ……ん、はっ、ふはぁ……はんむ……ぢゅぅぅぅぅっ」 
ラウニカ「はぅぁ……ぇ、ぇはぁ……ぇろぉ、えろぉ……じゅぼ、じゅぼ、じゅぼ……」 
 
ラウニカ「はわぁ……大変です。人間さんの耳の中、蜜と花粉でいっぱいですねぇ」 
ラウニカ「興奮して呼吸が荒くなってますよぉ？」 
ラウニカ「んふ、んふふ……私の花粉、いっぱい吸いこんじゃってますねぇ」 
ラウニカ「頭がぼんやりして夢見心地ですかぁ？」 
ラウニカ「いいんですよ、目をつぶって、耳を舐められる感覚だけに集中してください」 
 
ラウニカ「これから反対の耳も舐めますね……うぇひっ」 
ラウニカ「んふ……んふ……」 
 
ラウニカ「ふぅぅぅぅぅぅ～」 
 



6 
 

ラウニカ「敏感になってますね、人間さん」 
ラウニカ「ちゅっ……むふ。ちゅっ、ちゅっ……はふぅ……ん。ちゅっ……えへえへぇ」 
ラウニカ「私なんかの耳舐めでもぉ……興奮してきたでしょお？ ……へ、へ、へ」 
 
ラウニカ「はあ～……ん、はんむっ……ふひひ。んむっ、ぁんむ……はむ……んんっ」 
ラウニカ「ふぅぅ、ふぅぅ……んんぅ……すぅぅぅ……えぇぇろおぉぉぉ」 
ラウニカ「えろぉ、えろぉ……はぁぁぁぁぁんっ。んふ、えろえろえろ。んちゅっ」 
ラウニカ「こっちの耳も、たっぷりの蜜でとろけさせてあげますぅ」 
ラウニカ「えろぉ……えろぉ……私の舌が、人間さんの耳の穴に入っちゃいますよぉ」 
ラウニカ「んはっ……じゅろぉっ……じゅろぉぉぉっ」 
ラウニカ「じゅぶ、ぢゅぶぅぅ……はふ、んぬぇろぉ……ろろろろ、あんぢゅゅゆる」 
ラウニカ「えは……んむぁうふ……ふぅぅぅ、ん……ぢぅぅぅぅ……んふ、んふ」 
ラウニカ「へぁ……んぬりゅ、うぅ……ぢるる、じゅぼっ、じゅぼっ……っはぁっ」 
ラウニカ「んはぁぁぁ……え、え、ろるるるるるぅぅぅぅ……ん、はぁ……じゅるらぁ、じ

ゅるらぁ……」 
 
ラウニカ「反対の耳も同時に責めてほしいですかぁ？」 
ラウニカ「じゃあ……この新芽を使って、耳の中かき回してあげます」 
ラウニカ「芽吹いたばかりの柔らかい葉っぱなので、耳の中が傷ついたりはしませんからね

ぇ」 
 
ラウニカ「こっちの耳は、蜜がたっぷりの私の舌で……」 
ラウニカ「じゅぼっ、じゅぼぉっ……じゅるるるる。ぇはぁ……はふ、んん……えろろろろ

ろろぉぉぉ」 
ラウニカ「じゅるろっ、じゅるろろぉ……はあ、はあ……じゅるじゅる……んちゅぅ」 
ラウニカ「へ、へ……激しすぎですかぁ？ 頭おかしくなっちゃいそ？ んふー」 
ラウニカ「んなぁぅ、んにゅ……はんむ……ちゅろろ、ぁんんちゅ、ううん」 
ラウニカ「へぁ、はあ……じゅぼ、ぢゅぅぼっ、じゅっるるるるるううう」 
ラウニカ「んんっ、ふぅ……じょる、じょる、ぢぅぅぅぅるるるるる……っっはぁっ、ふう、

ふう、あんむ……ぬぢぅるるる、じゅぼるぼるぼる」 
ラウニカ「はあ……はあ……はあ……」 
ラウニカ「うぇへへ……人間さん、興奮してる……やったぁ」 
ラウニカ「うれしい……うれしい……へ、へ、へひっ」 
ラウニカ「私も楽しくなってきちゃったから……」 
 
ラウニカ「もっと敏感なところ、舐めさせてくださぁい」 
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３．  蜜でぬるぬるフェラ ～媚薬の効能で特濃精液～ 
 
ラウニカ「人間さん、人間さん、私うれしいですぅ」 
ラウニカ「媚薬効果のある花粉や蜜を使ったとはいえ、私なんかで興奮してくれるなんて…

…」 
ラウニカ「人間さんの下半身、大変なことになってますよ？ へ、へ、うぇひっ」 
ラウニカ「お洋服、脱がしちゃいますねぇ」 
 
ラウニカ「ん……？ おほっ……ちっちゃい人間さんでしたが、おちんぽは元気ですね……」 
ラウニカ「すん……すん……ううぅん、くっさぁい……樹海をたくさん歩いて汗で蒸れた匂

い……栄養の詰まってそうな匂い……んふふ」 
ラウニカ「人間さんの老廃物はアルラウネにとって最高の肥料ですからぁ」 
ラウニカ「擦って……舐めて……吸って……たっぷり栄養をごちそうになりますぅ」 
ラウニカ「じゃあ早速……このラウニカのおクチで」 
ラウニカ「もちろん蜜はたっぷり出しますから、ぬるぬるですよぉ……ふひひ」 
ラウニカ「先っちょに……ちゅっ。うぇへっ。反応した。へ、へ……ちゅっ。うぇへへっ」 
ラウニカ「敏感でいいおちんぽです。ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ」 
ラウニカ「んふふ……うまくできるか分からないけど、痛かったら教えてくださいね」 
ラウニカ「固くなったおちんぽの根本……あはぁ、立派ですぅ……ちゅっ、ちゅっ、ちゅっ

……蜜たっぷりの舌で舐め上げて……」 
 
ラウニカ「えろぉ～～、えろぉ～～……んふふ……この筋張った部分、気持ちいいんです

か？」 
ラウニカ「えろえろえろ、ちゅっ。ぬぇろ、ぬぇろ、ぬぇろ……れろれろれろぉ」 
ラウニカ「はふぅ……玉の入った袋の方も……はむ、はむ、はむはむ……んふぅ、ほふぅ」 
ラウニカ「えろえろ……ほんむ、えるぉ……んちゅ……ほふぅ……は、はぁ……んちゅ、え

ろえろえろ」 
ラウニカ「痛くないですか？ 気持ちいいですか？」 
ラウニカ「へ、へ……おちんぽ脈打ってます。どく、どく、どく……って。くふふ……気持

ちいいってことでいいですね？ うぇへ」 
ラウニカ「えぇぇろぉぉ……はふ……ぬぇぇろぉぉ……。根本はとってもかたいのに」 
ラウニカ「ちゅっ……ん、えろえろ……はふぅ。先端は膨れて弾力がある」 
ラウニカ「ちゅ、ちゅ……れろれろお……私の蜜に濡れて艶々です」 
ラウニカ「本当におっきいですね。人間さんのおちんぽ。うぇへ……私のおクチに入るか

な？」 
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ラウニカ「えと……く、咥えてみてもいいですか？ えへ」 
ラウニカ「んあぁ……あんむ」 
ラウニカ「おほ、むふー、むふー……おんむ、んもんも……んぱはっ」 
ラウニカ「えへへ……アルラウネのおクチは物を食べるために付いてるわけじゃないので、

小さいんですよ」 
ラウニカ「このおクチはぁ、おちんぽから精液を搾り取るためだけ……」 
ラウニカ「おちんぽ気持ち良くするためだけについてるんですぅ」 
ラウニカ「ナカはあったかくて、舌はやわらかくて」 
ラウニカ「この快感を味わったら、もう他の穴では満足できなくなっちゃうかもしれません

ね。ふひひっ」 
 
ラウニカ「はぁぁんむ……んぬる、んぬる……ふごぉい……ほふ、おふ……んもんもんも」 
ラウニカ「ん……ぷはっ……もっと蜜を出してぬるぬるに……」 
 
ラウニカ「あんむ……じゅるぅ……じゅるぅ……じゅるぅ……んはっ、はーっ、はーっ、は

ーっ」 
ラウニカ「はうぅむ……じゅぼっ、んじゅるるる……ぢぅ、ん、んふ、んふー、んふー」 
ラウニカ「ぢぅぅぅぅぅぅ……ん、ぱっっ……はふっ。えへへ……ちょっと苦しい、けど、

もっと……もっとする」 
ラウニカ「あうぅむ……じゅぼるっ、じゅるんびゅ、ぐっぽ、ぐっぽ、ぐっぽ、ぐっぽ、ぐ

っぽ」 
ラウニカ「んふー、んふー、んふー……おろろろるる、ぬりゅりゅりゅぅ……んぐっ、おふ」 
 
ラウニカ「私の口の中、人間さんのおちんぽでいっぱいですぅ……」 
ラウニカ「はあ、はあ、はあ……もうちょっと、奥まで、入れてみようかな……へ、へ、へ」 
ラウニカ「んご……おご、ん、ご、おご……んん、んぐっ」 
ラウニカ「はふ……はあ、はあ、すごいです。喉の奥まで届いて……」 
ラウニカ「おぁ、あんご、ほぉごぉ……ほごぉぉぉ、ん、ん、んふー、んふー、んふー」 
ラウニカ「えお、おおおおぉぉ……ん、ぢゅるるるうる……ん、っぱはぁっ！ はあ、はあ、

はあ」 
ラウニカ「はあ……はあ……ん、んん。はふぅ、喉の奥でぇ、おちんぽの先が締め付けられ

て、気持ちいいですか？」 
 
ラウニカ「んふふふ……もっとします？ もっとされたいですか？」 
ラウニカ「へ、へ、えへ……いいですよ……んふ」 
ラウニカ「あおぉぉん、んごっ……ご、おごぉぉ……ん、ん。ほぁ、ほぁ、んぐぅぅぅぅ」 
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ラウニカ「あへぁ……じゅるっ、じゅるるるるんっ……んっ、おぶっ」 
ラウニカ「え？ もう出ちゃいそうですか？ ええ……もう？」 
ラウニカ「わ、私としては……も、もうちょっと楽しみたいなーって。うぇへ」 
ラウニカ「そうだ、そしたら……私のツルでぇ……袋の付け根を、ぎゅっ、ぎゅっ、ぎゅー

って」 
 
ラウニカ「こうして縛っちゃえば、もうちょっと我慢できますよね？」 
ラウニカ「出したくても出せない精液がいっぱい溜まっていって……どんどん濃くなって

いって……」 
ラウニカ「特濃の精液ができるかなーって」 
ラウニカ「おいしくて栄養満点の精液を出すためです。が、がんばってください！」 
 
ラウニカ「では、いきますっ」 
ラウニカ「んぁあああんむ。ぞるるるるる、じゅろろろろろっ」 
ラウニカ「はぁーっ、はぁーっ、ん、あん……るろろろろろ、じゅぶ、じゅぶ、るろろろろ

ろ、じゅぶ、じゅぶ」 
ラウニカ「はあ、はあ、おちんぽ、真っ赤になって膨れてますぅ……ん、んんんぅ」 
ラウニカ「あんむ……おん、んんにゅ、ぬゆ、にょる、んぐっ……じょるじょるぅぅ」 
 
ラウニカ「は、はふ……うぇひひ……おちんぽ暴れてますね……ん、んっ、ちゅぶ」 
ラウニカ「ぢぅぅぅぅぅ……んぷはっ。ぢぅぅぅぅぅ……んぱはぁっ……はぁ、はふ……ん

んぅ。えろえろるろろろろろ」 
ラウニカ「はんむ、んむ、んむ……じゅぼぉ、じゅ、じゅ、ぢゅんぼぁ」 
 
ラウニカ「さすがに限界ですかぁ？ んふ……じゅぶ、じゅぶ、もう無理？」 
ラウニカ「じゃあ……いいですよ？ 出しても」 
ラウニカ「じゅぶっ、じゅるる、じゅぶぶっ！ 縛ってたツルもほどいてあげるので」 
 
ラウニカ「えぁ……ほら、アルラウネの口に、いーっぱい出してください」 
ラウニカ「じゅぶっ、じゅぶぶっ……濃い精液……たくさん……じゅぶっ、じょるるるるる」 
ラウニカ「どうぞぉ……んはぁ、思いっきり……」 
ラウニカ「もう……我慢しなくていいですからぁ……じゅぼぉっ、じゅぼぉっ、じゅぼぉっ」 
ラウニカ「あぉぉ……出ぅ、出ぅ、せーえひぃ、出ぅぅぅ」 
ラウニカ「口の中に……はふ、出して、出して、らしてぇぇぇえええっ！」 
 
ラウニカ「んんんんんーーっ！ んぶっっ」 
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ラウニカ「お、おふ……ごくっ、ごくっ、ごくっ……！」 
ラウニカ「ん……ぷはぁ～……ああ、おいし。おいしいよぉ。数か月ぶりの精液さいこーで

すぅ……はあああぁぁ～っ」 
 
ラウニカ「へ、へ、へ……うひっ。ごちそうさまでしたぁ」 
ラウニカ「人間さんの精液、とってもおいしかったですぅ」 
ラウニカ「……おやぁ？ んふふ、あれだけ出したのに、まだ人間さんのおちんぽビンビン

ですね？ まだまだ出せそうですね？」 
 
ラウニカ「うぇひひ、うれしいですぅ。私なんかの身体でそんなに興奮してくれるなんて…

…もっとごちそうしてくれるんですかぁ？」 
ラウニカ「くふふ……精液、絞りがいがありますね」 
ラウニカ「いいですよ、じゃあ次は……下のおクチに、人間さんの栄養くださぁ～い」 
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４．   性交 ～栄養摂取大好き～ 
 
ラウニカ「うぇひひ、いよいよですねぇ」 
ラウニカ「楽しみですか？ 私はとっても、とっても……うぇひひひ」 
 
ラウニカ「あの……アルラウネが人間みたいな上半身を持っているの、なんでだと思います

ぅ？」 
ラウニカ「本来はね、いらないんですよ？ だって花粉を受粉すれば繁殖できるんですから」 
ラウニカ「人間の体があるのは……ふひっ、人間のオスを興奮させてぇ、精液をもらうため

なんですよぉ」 
ラウニカ「だから……ちゃんとアレもありますよ？」 
ラウニカ「身体のぉ、下の方に……うぇひひ……」 
ラウニカ「精液を搾り取って、セックスするためだけの穴が……ここに、ほら」 
 
ラウニカ「ん、んふ……指で開いたら……あ、蜜が垂れちゃいました」 
ラウニカ「この穴におちんぽ入れたら、どれだけ気持ちいいんでしょうねぇ？ んふふふ…

…」 
ラウニカ「じゃあさっそく、こっちの穴でおちんぽいただきま～す」 
 
ラウニカ「ん、んんぅ……んん、おぉぉ～……いいっ……おちんぽいいっ」 
ラウニカ「はっ……ん、ふ……んん、あふ……」 
ラウニカ「入っ……たぁ。ん……ふ、根本までぜーんぶ……はふぅ、呑み込んじゃったぁ」 
ラウニカ「はあ……はあ……んんっ、私も、ちゃんと気持ちいいですよぉ？ 人間さんと同

じ感覚ではないかもですが……」 
 
ラウニカ「あ……んっ、精液摂取は大事なのでぇ……んんっ、ちゃんと私も気持ちよくなれ

るようになってますぅ……うぇひひ……」 
ラウニカ「ふ……んふぅ……人間さんはどうですか？ はぁ、はぁ……アルラウネの穴、ち

ゃんと気持ちいいですか？」 
 
ラウニカ「んひゃぅっ！ あふぁ……んん～っ、ふー……っ。はぅ、ううぅぅぅん」 
ラウニカ「あ、お、おくぅ……一番奥、そんなぁ……あっはぁ、いきなりぃ、ごつんって…

…はあ、ふぅ、それが……ぁぁぁ気持ちいいんですか？」 
 
ラウニカ「まだ、幼い人間さんだと思ってましたが……ふへ、へぁ、やっぱりオスなんです

ねぇ……」 
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ラウニカ「ん、ん、いざとなったら、ケダモノみたいに……」 
 
ラウニカ「私のこと……犯すつもりですね」 
 
ラウニカ「へ、へ、……えへぇ、えへへぇ……いいですよぉ」 
ラウニカ「アルラウネの穴……めちゃくちゃにして」 
 
ラウニカ「んんっ……ああ、ああっ……気持ちいい……」 
ラウニカ「人間さんのおちんぽぉ……ハメられて、気持ち良く、なっちゃう……」 
ラウニカ「あんっ、んん……あああぅっ。はっ、あっ、ああっ……はぅ、ふぅ、ふぅぅ、ん

んっ」 
ラウニカ「すごいです……こんなの……はぁぁあっ。犯されて気持ち良くなっちゃうなんて

……あ、あ、淫乱アルラウネですぅ」 
ラウニカ「ダメ、だめぇ……こんなの、こんなのぉっ」 
ラウニカ「ただセックスが好きなだけみたいじゃないですかぁ……うぅぅ」 
ラウニカ「お腹が空いてるだけなんですぅ……」 
ラウニカ「精液欲しくて、おちんぽ気持ち良くするために、私も興奮しちゃってるだけなん

ですぅ」 
ラウニカ「んんんぅーっ。ふああぁっ、あ、ん、ふ……ぅおふ……おっほぁぁぁ……んんっ」 
ラウニカ「んく、うぅ、う、ふ……人間に犯されてるのに、はしたない声が……出ちゃう…

…うぅ……んんふ……ぅ」 
ラウニカ「あぅ……ん、ごめんなさい、ああん……おっきな声、出ないように我慢しますぅ」 
ラウニカ「ふう、ふう……んんー……ふ、ふぅ……ん、あ……んん、んっ、んーっ、んんー

っ」 
ラウニカ「は……ん……人間さん、ゆっくり動くの好きなんですか？ んー、んふー」 
ラウニカ「うぅぅ、そうやって……私を焦らして、楽しんでるんですね？」 
ラウニカ「それとも……早く動いたらすぐイっちゃうの？」 
ラウニカ「は……ん……ふぅん……んん、あはぁ……いいですよぉ」 
ラウニカ「ゆっくりなのも……はぁ、はぁ、ふぅん、激しいのも……ぉ、ふ、私はぁ、どっ

ちも、好きなのでぇ……あん」 
ラウニカ「たっくさん擦って……ぇぅ……はぁ……いっぱい気持ち良くなってぇ……んー、

んーっ」 
 
ラウニカ「う……ふぁ……ふぁああ、ん……はっ、はぁ、は、ああぅ……んくっ、ふぁ、あ、

あ、あ……」 
ラウニカ「どうせ……う、ふ、ダメって言っても、するんですもんね？ はあ、はあ」 
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ラウニカ「なんだかんだ言っても……メスの穴につっこんだらやりたい放題なんだから」 
ラウニカ「でもぉ……はあ、はあ、許しちゃう……おちんぽには逆らえないからぁ……あっ

はぁぁぁ」 
ラウニカ「無理ぃ……気持ち良くなっちゃったら、もうだめぇ……ふぁぁぁ」 
 
ラウニカ「浅いところ……ん、ん、おちんぽの先っぽを細かく動かして……小刻みに、はぁ、

はっ。う……う、んっ、んっ……ふぅ、ふ」 
ラウニカ「はっ……あ、ぁはっ……あ、ぁはっ……ん、ん、んふっ……ふっ、あっ、ぁぁ」 
ラウニカ「うっ、ふぅ……ほぉぅ……今度は、深いところまでぇ……ぁぅ……ぁぅぅ……っ」 
ラウニカ「はぁーっ、んんっ……んふー、んんっ。ほぉぅ……んんぅ……はああぅ、ああう

ぅぅぅ、はんんんっ」 
ラウニカ「はぁぁぁ……うぅ、は、は、はぁぁぁ……んん。おちんぽ、私のナカで暴れて…

…私の弱いところ探られてますぅ」 
ラウニカ「でもぉ……はぁ、はぁ……全部気持ちいいぃ……全部気持ちいいのぉ」 
ラウニカ「人間さんがいけないんですよぉ……夢中で腰を振って、私のこと気持ち良くする

からぁ……」 
ラウニカ「もっと、もっと欲しくなっちゃうんですぅ」 
ラウニカ「ツルで二人を縛って、身体と身体をぴったり密着させて……」 
 
ラウニカ「少し苦しいくらいがいいですよね。二人をぎゅーっと縛って、吐息も感じられる

くらいに」 
ラウニカ「ん、ふ……はあ……ふ……はあ、あはぁ……ん」 
ラウニカ「へ、へへ……まるで、恋人みたいですね。ん、ふふ……こんなに強く抱きしめあ

って」 
ラウニカ「情熱的なセックスをして……はぁ……ん、お互いを求めあって……」 
ラウニカ「さっき会ったばっかりなのに……うぇへへ」 
ラウニカ「動きづらいですか？ 大丈夫ですぅ、私がツルでお手伝いしますからぁ」 
 
ラウニカ「はーっ……はーっ……んぅー、んんぅー、んふー……ふぅ、んぅぅぅ」 
ラウニカ「ぁ……ぅ……気持ちいい……ん、はぁっ……ん、ふっ……はっ……ん」 
ラウニカ「すごい……はぅ、んん、ふぅー。私の穴のナカ、すごく熱くなって……」 
ラウニカ「は、ふ、おちんぽがぁ……ぁ、出たり入ったり……んんー、かき混ぜられてます

ぅ」 
ラウニカ「はあ……はあ……はあ……ん、んふ……は……ぁっ……は……ぁっ」 
ラウニカ「あ……はぅ……人間さんの、おちんぽでぇ……ん、ふ、気持ち良くなっちゃうぅ

……ぅぅ、う～」 
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ラウニカ「ん、ふ……こんなに、きつく縛られてぇ……はぁ、はぁぅ、んん、自由に動けな
いのに、気持ちいいなんて……」 

ラウニカ「ぃ……ぅ、は、栄養を搾り取るためなのに……こんな……はぅっ……こんな気持
ちよくされちゃって……」 

ラウニカ「は……あぅ……あっ、だめ。私、もうだめっ……かも。う……はぁっ……」 
ラウニカ「うっ……ふぅぅぅ、んっ、くぅぅぅ……はぁ、はぁっ、うううぅぅっ」 
 
ラウニカ「本当に……ぁ、ぁ、もう……無理かもっ……ですっ。気持ち良すぎて……もうっ。

っふぁぁぁ」 
ラウニカ「あはぁ……はぁっ……ん、んんっ……あふぁ、はぁ、はふ……うぅぅぅんっ」 
ラウニカ「あっ、あっ……だめだめだめ……う、んんぅ……ふ、うう……あああぁ、だめぇ」 
ラウニカ「い、いやぁ……イク……イカされちゃう……」 
ラウニカ「人間さんも……あ、う、そろそろ、限界ですよね？ んん、ふう……ふう……ん

んっ」 
 
ラウニカ「んんっ……んんっ……ん、ふぅ、ふぅ……んっ、んんん、くっうぅ」 
ラウニカ「精液、ください……精液、せーえきぃ……あはぁ……はぅ」 
ラウニカ「いっぱい……ちょうだい。欲しいの、あなたのせーえきぃ」 
ラウニカ「濃いの……出して？ 思いっきり、私のナカにぃ」 
ラウニカ「はっ……はっ……ん、は。はぁっ……はぁっ……はぁっ……ん、ふぁっ」 
ラウニカ「あ……くっ……ん、ふは、はあ……はあっ……ん、ん、んんんっ」 
ラウニカ「ぁ、ぁ、イキそう……はっ、はっ、はっ……んんっ、イキそう、ですっ……ああ

っ」 
ラウニカ「イクっ……もうイクっ……人間さんも、ね？ ね？ はぁっ、出して、出してぇ

っ」 
ラウニカ「だめっ……もうだめっ……あっ、あっあっ、ぁイク……んううううっ……イクイ

クイクっ」 
 
ラウニカ「んんんんんんん～～～～～～っっ！」 
 
ラウニカ「ん……くっ、はぁっ……ふうっ……は、は、は、んく……はぁはぁ」 
ラウニカ「はぁ～、はぁ～、はぁ～……んふぅ、ふう、ふう……」 
ラウニカ「はあ、はあ、はあ……ぁ……熱い精液、いっぱい出てる……すごい」 
 
ラウニカ「はぁぁ～……おいしい」 
ラウニカ「はふぅ……おちんぽ、最高でした。ごちそうさまです。えへ」 
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５．   葉っぱの上で休憩 ～ツルマッサージ～ 
 
ラウニカ「あらぁ……人間さん、大丈夫ですか？ ツルの拘束を外したとたん、寝転んじゃ

って」 
ラウニカ「セックスして疲れちゃいましたか……？」 
ラウニカ「あぅ、ご、ごめんなさい、やりすぎちゃいましたかね？ うぇひひ」 
ラウニカ「でも……」 
 
ラウニカ「とっても気持ち良かったですよ」 
 
ラウニカ「栄養もたくさんいただいちゃいましたし」 
ラウニカ「ふふ、すこし休憩しましょうか～。私も隣で横になりますね」 
 
ラウニカ「森林浴ってやつです。気持ちいいですよ？」 
ラウニカ「こうやって日向ぼっこしながらのんびりするの、私大好きなんですよぉ」 
ラウニカ「横になったまま、力を抜いて……」 
ラウニカ「目を閉じて、耳をすませてみてください」 
ラウニカ「人間さんは今、ひとけのない、静かな自然の中にいます」 
ラウニカ「この近くには小川もあるんですよ？ どうです？ 水のせせらぎ、聞こえます

か？」 
 
ラウニカ「ふふふ……そうしたら……深呼吸しましょう。息を吸って～、吐いて～。リラッ

クスリラックス～」 
 
ラウニカ「すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～」 
 
ラウニカ「ゆっくりでいいですからね。はい、もう一回」 
 
ラウニカ「すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～」 
 
ラウニカ「植物の香りにはリラックス効果もありますからねぇ。はい、もう一回」 
 
ラウニカ「すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～」 
 
ラウニカ「こうして横になっているとね、ひんやりとした森の空気が、身体の火照りを冷ま

してくれるんです」 
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ラウニカ「しっかり休んで、またたっぷり精液出してくださいね……ひひひ」 
 
ラウニカ「おや、まだ体が硬くなってしまっている……かな？ それはいけません」 
ラウニカ「うぇひひ……私のツルを使ってマッサージしてみましょう……」 
ラウニカ「ほうら、マッサージ、マッサージぃ～……」 
ラウニカ「ぎゅっ……って、押して、ぎゅっ……ぎゅっ……」 
 
ラウニカ「は……ふ……ほ……ん……ふ……ふ……」 
 
ラウニカ「痛くないですかぁ？」 
ラウニカ「うまくできてるといいんですがぁ」 
 
ラウニカ「は……ふ……ほ……ん……ふ……ふ……」 
 
ラウニカ「ちょっとは、ほぐれましたかね？ へへ」 
ラウニカ「最後にもう一回、深呼吸～」 
 
ラウニカ「すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～。すぅぅぅ、はあぁぁぁ～」 
 
ラウニカ「んんん～っ」 
ラウニカ「……んふぅ。うぇひっ、人間さん、リラックスできてますかぁ？」 
ラウニカ「こんな私でもぉ、お役に立てたらなによりですよぉ～♪」 
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６．   開花 ～花びらキレイ?～ 
 
ラウニカ「んん～……日向ぼっこ、本当に気持ちいいですねぇ」 
ラウニカ「こんなに太陽の光を浴びたの、本当に久しぶりなので……」 
 
ラウニカ「……ん、んむ？ お。おお～？」 
ラウニカ「おお？ これは……まさか」 
ラウニカ「えへ……やっと、花が咲く……かもぉ？」 
ラウニカ「んふ、んふ……あ、これは……くる……きちゃいますぅ」 
ラウニカ「精液たくさん搾り取ったおかげかも……うぇひへ」 
ラウニカ「ふ、ふふ……んふぅ、私の大事なつぼみが……ゆっくり開いて……」 
 
ラウニカ「ふああっ、んんっ……ほぉぉ……ぅっ」 
ラウニカ「見てぇ、見てください」 
ラウニカ「日の当たらない場所でも、ちゃんと栄養をとってがんばれば報われるんですっ」 
ラウニカ「いいですか？ イっちゃいまいすよ？ イっちゃいますからね？ ちゃんと見

ててぇ」 
ラウニカ「私の、つぼみにぃ、割れ目がぁ……くぱぁって開いて、蜜が垂れちゃいますぅ

～！」 
 
ラウニカ「ああ、イきそう、イく、お花ひらくぅ……あんっ……はあんっ」 
ラウニカ「……んんっ、くひぃぃ～、んぁぁぁ～っ！」 
ラウニカ「気持ちいいぃ～！ あっ、あああ～……」 
 
ラウニカ「咲きましたぁ」 
ラウニカ「はぁぁぁん。んひ……はふぅ」 
ラウニカ「ぁ、ぁ、すごい……私の分厚い花びらから蜜が垂れて……やぁん」 
 
ラウニカ「私のお花、中までぜぇんぶ丸見えで恥ずかしい、けど……この解放感、たまらな

く気持ちいいですぅ……はふぅ……」 
ラウニカ「あふぁ♪ お花、咲きましたぁ……うぇひひっ」 
ラウニカ「私のお花、花びら、きれいですか？ たっぷり精液もらった甲斐がありましたね

え」 
ラウニカ「あぁ、ちなみに、アルラウネにとっては花が生殖器なので……開花すると、性欲

もマシマシになっちゃいますぅ」 
ラウニカ「一度そうなっちゃうと、受粉するまでは落ち着かないのでぇ……」 
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ラウニカ「んふ、んふ、人間さん……？ 私が何を言いたいか、分かりますよねぇ……うぇ
へへ」 

ラウニカ「たっぷりあなたで性欲処理させてもらいますねぇ……ひひひ」 
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７．   二回戦 ～青空の下でセックス～ 
 
ラウニカ「さあ、さあさぁ人間さんっ」 
ラウニカ「太陽の光をいっぱい浴びながら、解放感たっぷりの中でセックスしましょうか～」 
ラウニカ「ふぇひっ、人間さんも、もう準備万端のようですねぇっ？」 
ラウニカ「そりゃそうですよねぇ？ この辺り一帯には、媚薬効果のある私の花粉がたっぷ

り舞ってるんですから」 
ラウニカ「そんな場所で、さっきみたいにたくさん深呼吸なんてしてたら……そりゃあ、ね

え？」 
ラウニカ「えへ、へへへ……うぇひっ」 
ラウニカ「あのぉ……へ、へ、へ……私ぃ、普段はこんなですけど……本当はね……」 
 
ラウニカ「セックス大好きなんですよぉ……」 
 
ラウニカ「ふへ、えへ、バレちゃってました？ だってぇ、精液って栄養豊富で美味しいん

ですもん……」 
ラウニカ「花も咲きましたし、もっともっとがんばりますからぁ。人間さんの精液、もっと、

た～っぷり飲みたいんですぅ」 
ラウニカ「いいですよね？ ね？ ね？ 私とセックス、ね？」 
ラウニカ「一緒に気持ち良くなりましょ♪」 
 
ラウニカ「まずは私の上のおクチで」 
ラウニカ「あぁ～ん、んむ」 
ラウニカ「じゅぶ……じゅる、じゅるるるっ……」 
ラウニカ「もう固くなってるじゃないですかぁ。おクチでする必要なかったですかね？ う

ぇひひひ」 
 
ラウニカ「えるれうれう……んふぅ、はぁ……ちゅるちゅるちゅる」 
ラウニカ「んんっ、我慢汁も美味しっ。んっ、んっ……じゅぼ、じゅる……」 
ラウニカ「じゅろろろろ……ん、はふ、はぁ、はぁっ……んふぉ……じゅぶ……じゅぶ……

じゅぶ」 
ラウニカ「んふぅ～。んふぅ～。……じゅぶ……じゅぶ……じゅぶ、じゅぶ、じゅぶ」 
ラウニカ「ぢるるるるる……ふはぁっ。はぁ、はふ……ん」 
ラウニカ「おちんぽも、玉の入った袋もぉ……柔らかい葉っぱで包んで、さわさわ～って」 
 
ラウニカ「新芽の柔らかい葉っぱで、すりすり、すりすり」 
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ラウニカ「んふ、気持ち良さそうですねぇ。うれしいです。もっとしちゃいますね」 
ラウニカ「すり、すり……ん、はふ……すり、すり……」 
ラウニカ「ぬるぬるで蜜たっぷりの舌で……れろれろれろ……」 
ラウニカ「しゅり……しゅり……しゅり……」 
ラウニカ「ぺったり張り付いた葉っぱの、葉脈のわずかな凹凸がいい摩擦になって気持ち良

くないですか？」 
ラウニカ「手コキならぬ、葉コキですぅ……うぇへへぇ」 
 
ラウニカ「しゅり、しゅり、しゅり、しゅり、しゅり……」 
ラウニカ「あはぁ♪ ……生まれたばかりの純潔の葉っぱが、人間さんの我慢汁を浴びて喜

んでますよぉ……うぇひひっ」 
ラウニカ「おちんぽの先端が膨れてパンパン……おいしそ」 
ラウニカ「んあぁぁぁ…………はんむっ。じゅるろっ……ぢるぅ……」 
ラウニカ「じゅぼっ、ぢゅゅうぼっ……ぇあ、ふ……じゅるろっ、じゅるろっ……はふ、ん」 
ラウニカ「先っぽ舐めながら、葉っぱでも擦って……」 
ラウニカ「へぁ……んむ、じゅろる、んふぅ……じゅるるるる、おふぅ……」 
ラウニカ「じゅろる、じゅろる、じゅろる、じゅろる、じゅろる」 
ラウニカ「はぁ、はぁ、はぁ……ん、ふぅ」 
ラウニカ「すごいですよぉ、人間さんのおちんぽ」 
ラウニカ「こんなにたくましいおちんぽで私の穴をかき回されたら、おかしくなっちゃうか

も」 
 
ラウニカ「こんなの初めてですか？ 慣れてない刺激でもうイっちゃいそうですか？」 
ラウニカ「まだ……だぁめぇ」 
ラウニカ「せっかくの体験なんですから、もっと我慢してください」 
ラウニカ「はぁーーん……む、ろろろろる。んふ、はぅむ、にゅろろろろろ」 
ラウニカ「ん……ぷはぁっ、もういいですかねぇ？」 
ラウニカ「っていうか……その、私のほうが我慢できないのでぇ……私の穴に、私のナカに、

た～っぷり人間さんの精液出してください」 
 
ラウニカ「えと……人間さんは、そこに横になっていてください」 
ラウニカ「私が上に乗って、好きなように腰を振るので……うぇへへ」 
ラウニカ「おちんぽ、入れちゃいますね……」 
 
ラウニカ「ん……ふぅぅぅ……ぁ、ぁぁ……ふぁぁぁっ」 
ラウニカ「あんっ、すご、かったぁ～いっ……♪」 
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ラウニカ「もう、私、さっきみたいに……っ。声、我慢できませんからぁ」 
ラウニカ「太陽の下で、ぜぇんぶさらけだして、気持ち良くなっちゃいますからぁ」 
 
ラウニカ「ん、はぁぁぅ……ん……は……ぉ、ぉあん」 
ラウニカ「そっちの方が……気持ちいいもん。思いっきりぃ、気持ち良くなりたいんですぅ」 
ラウニカ「突いて……ああんっ……。そう、奥まで……あ、あ、抜く時に、私のナカが擦ら

れて……ふぅぅぅぅん」 
 
ラウニカ「また……突いてっ……ひゃああん。気持ちいい……それ、繰り返して……」 
ラウニカ「ふあぁっ……ん、ふ、おぅぅぅぅぅ……ん。ああああっ……は、はふ、んううう

うううぅ」 
ラウニカ「えぅ……人間さんのおちんぽ、気持ちいいぃ……あんんっ！」 
ラウニカ「は、は、んんんんぅぅぅぅ……うぅ、はぁうっ……ん、あああああぁぁぁはぁ」 
ラウニカ「奥……ふぁぁっ……ん、んん、すごっ……うぁああぁぁああぁぁ」 
ラウニカ「っふ、ふぅっ……んんっ……んはっ、ふぅ、んはぁぁぁぁぁ」 
ラウニカ「えぅ……気持ちいいよぉ……んううっ……ふ、ふ、ああああああっ」 
ラウニカ「はうぅぅ、身体の芯から、ぞくぞくくる……」 
ラウニカ「今、光合成しまくってるのでぇ……んふふ、見てください。おっぱいからも蜜が

ぴゅっぴゅって出ちゃいますよぉ」 
 
ラウニカ「ほらほら、飲んでぇ。いっぱい蜜飲んでくださぁい？ その栄養で、またたっぷ

り精液作ってくださいねぇ？」 
ラウニカ「あんっ。少し揉むだけで乳首から蜜が垂れてきちゃう……」 
ラウニカ「もったいないですよ、ほら……舐めてぇ？」 
ラウニカ「あ、あぁ……ん。ちっちゃい舌で、ぺろぺろ……小刻みに動かして……はふぅ」 
ラウニカ「おっぱいの蜜、おいしいですかぁ？」 
ラウニカ「ふぅんっ……ああ、どんどん出てきちゃう。あぁ、こぼれちゃいます」 
 
ラウニカ「吸って……ね？ 乳首吸って？」 
ラウニカ「んあぅ！ あ、あ、吸われてる。ぴんぴんに膨らんだ乳首……」 
ラウニカ「唇でやさしく挟んで、ちゅうちゅう……うぅ、んんぅ」 
ラウニカ「くふぅ……おちんぽ入れながら、おっぱい吸うのに夢中になって……」 
ラウニカ「う……へぅ……はぁ、はぁ、ん……はぁぁぁん」 
ラウニカ「あんっ、すごっ……んああっ、おちんぽがぁ……ますます硬くなってますう」 
ラウニカ「うぇへへ……動くの私にばっかりまかせてたらダメですぅ。人間さんのおちんぽ

最高なんだから、もっと強引に突いてくれないと」 
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ラウニカ「んふふ……覚悟してくださいね？」 
 
ラウニカ「こうですよ……こうっ！ ふあああっ！ ん、んふ、ふあああああっ」 
 
ラウニカ「ほらほら、私のぉ、精液絞りとるためだけの穴、もっと突いてぇ……激しくっ」 
ラウニカ「あんっ、あんっ、あんっ！ ふは、は、もっと、もっとぉ……」 
ラウニカ「ふぁっ……おっ、はうぅっ！ んあっ、ああっ、んくぅっ！」 
ラウニカ「へぁっ、はぁあっ、はぁあっ、はぁあっ、はぁああっ！」 
ラウニカ「ああっ、はげしっ！ うぁっ、んあぁっ、はっ、はっ、はあぁぁっ！」 
 
ラウニカ「ん、は、人間さんも、気持ちいいですか？」 
ラウニカ「んひゅぅ……くぅぅ！ おふ、ふぉぉ、んんんんぉ」 
ラウニカ「はあ、はあ、アルラウネみたいな、ザコモンスター、どうとでもできるなんて思

ってました？」 
ラウニカ「う、うぅっ……んあ、んぉ、おっく、くぅ……ふああっ」 
ラウニカ「ヤるだけヤったらぁ、切るなり焼くなりしちゃえばいいって、ん、ふ、思ってま

した？」 
ラウニカ「へ、へぁ……あふ、ふんっ、んんんっ……お、おお、おふ……ふぅー、ふぅー、

ふぅーっ」 
ラウニカ「ぁ……ぁ……植物のモンスターなんて動けないし、すぐ逃げられるとでも思って

ましたかぁ？」 
ラウニカ「ざぁ～んねん♪ 一度根を張った植物はしぶといんですよぉ」 
ラウニカ「絶対に逃げられません。逃がしません」 
ラウニカ「このおちんぽと栄養は、ぜぇ～んぶ私のものです♪」 
 
ラウニカ「えへ……人間さんだって、本当はもう拒否なんてできませんよねぇ？」 
ラウニカ「あ、あん……ん、ぁ、ぁ、……あん、あんんぅ」 
ラウニカ「んふ、んふ、アルラウネの穴に、おちんぽ入れて気持ち良くなっちゃってますよ

ねぇ？」 
ラウニカ「へ……あへぁ……ぁ、ぅ、ぅぅん……は、ぁ、あん」 
ラウニカ「イキそうになっちゃってますよねぇっ？」 
ラウニカ「えへ、へへぇ……へぅっ、ん、んぐっ、はぁっ、はぁっ、ああっ、あああっ」 
ラウニカ「じゃあ、イっちゃいましょうかぁ……はふぅ」 
 
ラウニカ「ふぅ、ふぅ……あんっ、あっ、あっ、ふ……はっ、あ、あんっ、あんっ！」 
ラウニカ「ふぁっ、すごっ……ぎもぢ、いいっ！ あっ、んくぅあっ、んふっ、んふっ」 
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ラウニカ「んぐっ、んぎ、ぎもぢ、ぎもぢいいよぉ……はぁっ、んぐっ、んんっ、ああっ、
あぁぁっ」 

ラウニカ「ああああああだめぇ……だめぇっ、お花がっ……受粉したくて、勝手に花粉ばら
撒いちゃいますぅ」 

 
ラウニカ「勝手に、動いちゃう、花粉撒いちゃうぅ……止まらないっ……あああああっ」 
 
/ラウニカ「いやあ、繁殖したくて、発情しちゃってるのバレちゃうぅ」 
ラウニカ「恥ずかしいのに、止まらないっ……んっああああああっ」 
ラウニカ「あああああっ……あああああっ、ん、んん、んんんんっ」 
 
ラウニカ「は、は、はっ、はっ、はぁっ、はぁっ！ 人間さん、人間さんっ」 
ラウニカ「も、私っ……おかしくなっちゃってるのにっ、うぁぁぁっ」 
ラウニカ「そんな、そんなに激しくしたらぁっ」 
ラウニカ「わだしっ、もっ、むりぃっ！ あっ、あっ！ むりぃっ」 
ラウニカ「んんっ、だめぇっ、はっ、はあぁっ、はあぁっ、だめぇ」 
ラウニカ「いっ……イクっ……イっちゃうっ……あっ、はっ、はっ」 
ラウニカ「ああんっ、んんっ、私っ、イきますからぁっ」 
ラウニカ「人間さんもっ、新鮮な精液た～っぷり出してっ？ ああっ、ああっ、あああっ」 
ラウニカ「極上の精液でぇ、た～っぷり気持ちよくさせてくだしゃいっ……あんっ、んあ

っ！」 
ラウニカ「もう無理っ、もうっ、うあぁっ、うあぁっ、うぁぁぁっ、無理っ、無理ぃぃぃ」 
ラウニカ「イクイクイクっ！」 
 
ラウニカ「『あああああああ～～～～～」 
 
ラウニカ「ん、ほおぉっ……まだ、ダメっ！ やだ、やめちゃ、やだっ！ やめちゃやだぁ

っ」 
ラウニカ「ふぁっ、もっとっ！ もっとしてっ！」 
ラウニカ「めちゃくちゃにっ！ おかしくなるまでっ」 
ラウニカ「ほぉぅっ、んぉぉぅっ、あああぐっ、んぎぃぃぃ、んぐぅぅぅぅ」 
ラウニカ「またイクっ、すぐイちゃうっ」 
ラウニカ「ダメダメダメダメっ」 
 
ラウニカ「んんんんんん～～～～～っ！」 
 



24 
 

ラウニカ「あぁあぁあぁあ、イってる、イってるっ」 
ラウニカ「止まんないっ……ああぁっ、イクの止まんないっ」 
ラウニカ「はっ、はっ……ずっと、痙攣してるっ……んっ、はっ、うっ」 
ラウニカ「まだっ、まだぁ……このままっ、もっと、気持ちいいっの、全部、出してぇっ」 
ラウニカ「イキたい、イキたいのっ、あなたのおちんぽで、もっとイかせてぇっ」 
ラウニカ「ふああああっ！ イってる、のにぃ……もっと大きいの、クるっ！」 
ラウニカ「あああああああっ！ イクっ！ イクっ！ イっちゃうぅぅぅぅ！」 
ラウニカ「ああはぁぁぁぁぁぁあああっ！」 
 
ラウニカ「あ、あ…………っっ！ かっ、はっ……くっ……ふ……ふひっ、ひっ、ふっ……

はっ、は、はふ……ん、んん……うぅ」 
ラウニカ「う、ふ……ひぅ……ん、ふぅ……」 
ラウニカ「はあ、はあ……ああ、んんぁ……うぇひひひ。気持ち良かったぁ」 
 
ラウニカ「はあ……って……あ、あの、その」 
ラウニカ「す、すみません、開花の興奮でつい……夢中になってしまいまして……」 
ラウニカ「うぅぅ……恥ずかしいですぅ……」 
ラウニカ「でも……」 
ラウニカ「最高のおちんぽ……この養分、ぜ～ったいに逃がしませんよぉ……♪」 
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８．   【ルート分岐】質問 ～どんな養分になりたい?～ 
 
ラウニカ「ふひっ、人間さん、最高の養分ですねぇ。精液の質はいいし、何回でもできるし

……」 
ラウニカ「あのー、そこで……なんですけどぉ……」 
ラウニカ「あ、いや！ やっぱりいいです」 
ラウニカ「………………え？ あー、うん……そうですよね、そこまで言われたら気になり

ますよね？」 
ラウニカ「むしろ、気をつかってそっちから聞いてほしいみたいな感じになっちゃいますよ

ね」 
ラウニカ「うざいですよね……そうですよね、面倒くさいですよね……あはは」 
ラウニカ「あっ、はい！ 言います言います！」 
ラウニカ「えっと、そのぉ……」 
 
ラウニカ「あの……で、できればなんですけどぉ、このまま、私と暮らしませんかぁ？」 
ラウニカ「また日光がさえぎられちゃうと困っちゃうし……」 
ラウニカ「私は動けないから、ずっと人間さんが側にいてくれれば、邪魔な枝葉を落として

もらえて助かるなぁって……」 
 
ラウニカ「あぅ……でもぉ……こんなじめじめしたアルラウネは……やっぱりイヤですか

ねえ」 
ラウニカ「あぁ、ううぅ……。たしかにぃ、日当たりのいいあっちの方には、明るいキラキ

ラのアルラウネたちがたくさんいるみたいですけどぉ……」 
 
ラウニカ「あのコたち、本当に頭の中までお花畑だし、いっぱい花を咲かせるから害虫も寄

ってくるし、あと葉っぱの色濃すぎ。色素薄めの方がかわいいと思いませんか？ 
直射日光浴びすぎて葉やけでも起こしちゃえばいいんです」 

 
ラウニカ「べ、べつに、うらやましくないですけどねっ」 
ラウニカ「それに……それにですよ？ 本当にあっちはダメなんですよぉ？」 
ラウニカ「栄養が足りてるから、あのコたち精液とか要らないんですぅ。人間は絞め殺して

すぐ土に埋めちゃうようなヤツらなんですから……ホントですよぉ？ あと葉
っぱの色濃すぎ」 

ラウニカ「…………あ、それともぉ……もしかしてそっちの方がお好みですかぁ？」 
ラウニカ「うぇへへ……ほら、見てくださぁい」 
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ラウニカ「このでっかいウツボカズラ。人も丸ごと呑み込めちゃいますよぉ……？ うぇへ
へっ」 

ラウニカ「へ……へ……すごいでしょ？ んふ、これも私の一部でしてぇ。人間が入ったら、
じっくり溶かして、養分にしちゃうわけなんですが……」 

 
ラウニカ「土に埋められて腐っていくより、こっちで食べられる方が幾分かマシかなーって

……丸呑み願望とか、あったりしますぅ？」 
 
ラウニカ「へ、へ、へ……ふふ、ふひっ、ひひひ」 
ラウニカ「と、とりあえずぅ、人間さんを逃がしたくないのでぇ……」 
ラウニカ「このまま私のお世話をしながら精液を出し続けるか……」 
ラウニカ「肉も骨もぜーんぶ溶かされるか……」 
ラウニカ「どのみち私の養分になるのは変わらないのでぇ……好きな方、選んでいただける

と……うぇひっ、うぇひひ」 
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9a.   【お世話ルート】手コキ葉コキ連続セックス ～お世話したりされたり～ 
 
ラウニカ「もうすぐ朝日が昇りますかねぇ……」 
ラウニカ「ふふっ、人間さん、疲れて寝てますね」 
ラウニカ「私のお世話をしてくれるって言ってたけど……本当に私なんかで良かったのか

な……？」 

ラウニカ「本当はもっと明るくてかわいいアルラウネの方が良かったんじゃ……」 
ラウニカ「うぅぅ……そりゃあ、私だって……」 
ラウニカ「私も日向のアルラウネみたいに派手な色の花を咲かせてキラキラに……」 

 
ラウニカ「ん、んんっ……」 
 
ラウニカ「こんにちはっ！ アルラウネのラウニカちゃんだよ！ あはっ！」 
 
ウニカ「………………無理ぃ。絶対無理。私みたいに根っこが腐ったやつとは住む世界が違

うんだ……」 

 
ラウニカ「ひぇええええっ！」 
 
ラウニカ「いつから目が覚めてたんですか！」 
ラウニカ「あの、その、こっそり見てるなんて卑怯ですよ……私が言うのもなんですが……」 
ラウニカ「はあ……。まだ暗いのに、早起きなんですねぇ」 
ラウニカ「私？ 私は、その……人間さんが枝を払ってくれたあそこから、朝日が昇ってく

るのがもう楽しみで楽しみで」 
ラウニカ「私もまだ暗い内から目が覚めてしまいました」 
ラウニカ「……日の出前のこの時間が一番静かです。樹海は昼も夜も騒々しいですからねぇ」 
ラウニカ「うぇひひ、どうですかぁ？ 私のお世話する生活には慣れましたか？」 
ラウニカ「け、結構悪くないと思いますよぉ？」 
ラウニカ「私の蜜や果実で、食べ物には困らないし、一応、香りとかで癒したりも……♪」 
ラウニカ「あなたは私に養分を提供するだけでいいですしぃ……」 
ラウニカ「あ、地面に埋めたキミの排泄物も、土に返って、ちゃーんと私の栄養になってい

ますのでぇ……」 
ラウニカ「ああ、日当たりにだけは気を付けてくださいねぇ」 
ラウニカ「光合成をしないと、栄養不足になって……非常食に手を出さないといけなくなり

ますからぁ」 
ラウニカ「え？ あ、ひ、ふひっ。そうです、非常食はあなたのことですぅ……んふ」 
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ラウニカ「た、食べませんよ？ 今は、ね……？ うぇへへ」 
ラウニカ「と、とりあえず、今日の朝ごはんの精液をいただいちゃいますねぇ。よ、よろし

くお願いしますぅ」 
 
ラウニカ「え？ また葉っぱで擦ってほしいんですか？」 
ラウニカ「しょーがないおちんぽですねぇ」 
ラウニカ「私が相手してあげないと、気持ち良く射精もできないんですから」 
ラウニカ「んふふ……そんなにシてほしいなら、いいですよぉ」 
ラウニカ「どうせ一、二回出したくらいじゃ勃起は収まらないでしょうし」 
ラウニカ「人間さんの耳元でささやきながら、手コキと葉コキで精液搾り取っちゃいますぅ」 
ラウニカ「ん……は……はあ……ぁ……あはぁ」 
ラウニカ「おちんぽを……ぎゅ、て握って」 
ラウニカ「最初はゆっくりですよね……しゅぅり……しゅぅり……しゅぅり……これくら

いですか？」 
ラウニカ「ふふ、おちんぽを柔らかい葉っぱで包むように握って、上下に動かして……」 
ラウニカ「は……ん……ふ……あ……はぁ……はぁ……んふふ」 
ラウニカ「気持ち、いいの？」 
ラウニカ「あ、これ……我慢汁。もう出てきちゃいました？ んふふ」 
ラウニカ「しゅぅり……しゅぅり……しゅぅり……しゅぅり……」 
ラウニカ「ん？ ふふ、なんですかぁ？ もう少し早く？」 
ラウニカ「えと、どうしよう……しゅぅり、しゅぅり、しゅぅり、しゅぅり」 
 
ラウニカ「これくらい？ ふふ、いい感じですか？」 
ラウニカ「私の葉っぱ、気持ちいい、ですか？ しゅぅり、しゅぅり、しゅぅり……って擦

られて、気持ち良くなっちゃってます？」 
ラウニカ「あぁ……はぁ……はぁ……ん……ふ……はぁぁ……」 
ラウニカ「私も楽しいですよ？ 人間さんのおちんぽいじるの」 
ラウニカ「ぴくぴく反応してかわいいです」 
ラウニカ「あ、はい……もうちょっと力を入れてほしいんですね？ んふふ、我が儘さんで

すねぇ」 
ラウニカ「じゃあ……少しだけ、ぎゅ、ってして……しゅり、しゅり、しゅり……って、ど

う？」 
 
ラウニカ「ん……ん……ぁ……はぁ……ぁ……はぁ……ん」 
ラウニカ「あれ、もしかして……もうイキそうになってます？」 
ラウニカ「ええ……？ まだだめですよぉ……これからじゃないですかぁ」 
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ラウニカ「はい、我慢、我慢」 
ラウニカ「はあ……はあ……はあ……ん、んん……はあ……はあ……ぁぁ、あはぁ」 
ラウニカ「ふふ……私の葉っぱと、私の手で、そんなに気持ち良くなってくれるんだぁ」 
ラウニカ「でもぉ……これじゃあ、どっちがお世話してるのか分からないですねぇ」 
ラウニカ「人間さんは、私のお世話してくれるんじゃなかったんですかぁ？」 
ラウニカ「なのに、おちんぽ気持ちよくさせられちゃって……」 
ラウニカ「とってもかたくて……葉っぱごしにも熱くなってるの分かりますよ？」 
 
ラウニカ「はあ……はあ……あと何回しゅりしゅりしたらイっちゃいますかねぇ」 
ラウニカ「まだダメですよぉ……私がいいって言うまで」 
ラウニカ「限界まで我慢してから、どぴゅ～って出しましょうねぇ」 
ラウニカ「ぁ……ん……ん……はぁ……ぁ……ん……ん、ぁ……」 
ラウニカ「もう無理ですか？ 出ちゃいそう？」 
ラウニカ「じゃあ……ん……ぁ……え、どうしようかな、んふ」 
ラウニカ「え？ ほんとに無理？ ん～……ぅ……は……ぁぁ」 
ラウニカ「葉っぱと手でしゅりしゅりされるの、そんなに気持ちいいんですか？」 
ラウニカ「ふふっ……しゅりしゅりしゅりしゅりしゅり」 
ラウニカ「じゃあぁ……みっつ数えたら、イっていいことにしましょう」 
ラウニカ「さ～ん……ん……はぁ……」 
ラウニカ「ああ、イっちゃいそ、イっちゃいそ……だめだめ。だぁめ」 
ラウニカ「にぃ～ぃ……んふ……ふ、はぁ……ぁ」 
ラウニカ「いぃ～ち…………は、は、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ」 
ラウニカ「ん～……ぜろっ」 
 
ラウニカ「わぁぁ～。んふふ……いっぱい出ましたね」 
ラウニカ「気持ち良かったですか？」 
ラウニカ「でも、これで終わりじゃないですからね」 
ラウニカ「次は、このおちんぽと精液、私のナカに入れてくださいね」 
 
ラウニカ「今度は……人間さんが私のお世話をする番なんですから、人間さんが上になって

ください」 
ラウニカ「が、がんばって腰を振ってくださいね……んふ、うぇへへ」 
ラウニカ「さあ、どうぞ……」 
/ウニカ「おちんぽ、入れてくださぁい」 
 
ラウニカ「ふぅっ……んんんーーっ」 
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ラウニカ「……くっ……はぁっ……気持ちいい……」 
ラウニカ「ぁ、ぁ……おちんぽ入れただけで、私の穴から蜜があふれてます」 
 
ラウニカ「すごい……ふふっ」 
ラウニカ「……はぁ、はぁ、はぁ……人間さん？ あの……どうしました？ 動いてくださ

い」 
ラウニカ「私のナカの感触を堪能してるんですか？」 
ラウニカ「うぇへへ……そう言われると、悪い気はしないんですがぁ……」 
ラウニカ「で、でも、私も……その、もっと気持ち良くなりたいのでぇ……」 
ラウニカ「早く動いてもらえませんか……へ、へ、人間さんのおちんぽで、かきまわして…

…」 
 
ラウニカ「ふぅぁっ……あ、ああ、そう、そうですぅ……」 
ラウニカ「あふんっ、ふぅぅぅ……ぁ、ぁぅ……ひぃやんっ……ふ、はぅぅぅ」 
ラウニカ「ぁ……それ、それぇ……ぁ気持ちいい」 
ラウニカ「う、やば……うん、あ、あ、そこ、いいです、そこ、そこぉ……」 
ラウニカ「そこ好きぃ……気持ち、いい……ぁはぁぅ……気持ちいいぃ」 
ラウニカ「はぁぁぅっ……私の、気持ちいいところばっか突いて……」 
ラウニカ「ううぅん！ ん、ん、はぁぅっ……さすが、私のお世話係ですぅ」 
 
ラウニカ「あん、あん……んふ、ふぅぅぅ、んぅぅぅぅっ」 
ラウニカ「……ぁ……っ、ん、ぅ……すごい、すごいですっ」 
ラウニカ「あぁへぁ……う、ぅふぅ……ん、ふぉ……っくぅ……んんっ」 
ラウニカ「ん、んふぅ……おいしい精液、出すだけじゃなくって……は、ん、こんなに気持

ちいいなんて……あっ」 
ラウニカ「おちんぽ好きぃ……おちんぽ大好きいぃ……」 
ラウニカ「んんふぅ……ふーっ、ふーっ、ふーっ……んんんっ」 
ラウニカ「私のアソコ……勝手におちんぽ締め付けちゃう……精液欲しくて、搾り取ろうと

して……はっ、あっ、んんぅ」 
ラウニカ「ふぅーっ、ううう、ううううう……んんんっ」 
ラウニカ「へ、へ……私ぃ……太陽の光よりも、こっちの方が好きかもぉ……おふぅ……う

ぁぁぁ」 
ラウニカ「おちんぽがあれば、もうなんでもいいかもぉ……っ」 
ラウニカ「ひああああ、ん、ん……うぅ、ふあああああっ」 
ラウニカ「あ、あぅぅ……シて、もっといっぱいシて……めちゃくちゃにしていいですから

ぁっ」 
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ラウニカ「はああああぅぅっ……んっ、うんっ、うん、うぁぅ……はぁぁぁぁぅ」 
ラウニカ「あっ、あっ、あっ、あっ、はげし、はげしいぃ」 
ラウニカ「気持ぢっ……気持ぢいいっ！」 
ラウニカ「うあああああああっ……いい、いいですっ、もっとっ、もっとぉ！」 
ラウニカ「あへあぁぁぁぁ、んんん、んふーっ、ううううう」 
ラウニカ「ぃあああああ、い、いぃぃぃぃぃっ……んくっ、うぅぅぅぅ」 
ラウニカ「もっど、づいでぇぇ……えあああああっ」 
ラウニカ「うーっ、うぅぅぅっ！ ふぅぅっ、うあああああっ」 
ラウニカ「ふっ、あっ……もうだめ……ぁっ」 
ラウニカ「きちゃう……だめ、すっごいの、きちゃうぅぅぅ」 
ラウニカ「イッく……はっ、はっ、はっ……イっく、イッくぅぅぅ」 
ラウニカ「もうだめもうだめもうだめぇ……ぇぇぇあああだめぇぇっ！」 
ラウニカ「だめぇイクぅぅぅぅぅ」 
ラウニカ「あああああああああああああっっ」 
 
ラウニカ「はっ……ん、んんぅ……はぅぅぅ」 
ラウニカ「たまらない……たまらないんですぅ！」 
ラウニカ「人間さんの精液を吸い取って、身体中に巡っていく感じ……っ」 
ラウニカ「細い葉脈の一本一本までぇっ……人間さんの栄養が染み込んでいく感じっ」 
ラウニカ「あぁあぁあぁ……幸せですぅ」 
 
ラウニカ「ふああああああっ……ん、んん……もう一回、出ますか？」 
ラウニカ「あ、あ、うぅぅんん……朝から、精液のおかわりっ」 
ラウニカ「んああああああっ……は、は、ふっ……うぅぅぅぅぅぅっ」 
ラウニカ「あああああっ、あああああっ、私もっ……すぐっ」 
ラウニカ「また、またぁ……イック、イグぅ……」 
ラウニカ「気持ちいい、気持ちいっ……」 
ラウニカ「イっちゃう……うぅぅぅ、も、だめ……はああああああっ」 
ラウニカ「だめだめっ……ふあああああっ、あああああんっ」 
ラウニカ「ほんとに、イキますっ……イキますよっ……」 
ラウニカ「イクっ、イクっ、イっちゃうぅぅぅぅ」 
 
ラウニカ「ああああああああああああっ」 
ラウニカ「はあーっ、はあーっ、はあーっ、はあーっ……んっ」 
ラウニカ「は、ふぅ……ごちそうさまですぅ……今日も、おいしいです」 
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ラウニカ「人間さんの精液が出る限り、おちんぽのお世話は私がしてあげますから」 
ラウニカ「私の身の周りのお世話も、よろしくお願いしますね……うぇへへっ」  
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9b.   【丸呑みルート】ウツボカズラの中へ ～身体すべてを養分に～ 
 
ラウニカ「ああっ、そ、そうですかぁ？」 
ラウニカ「直接栄養に……？ 分かりましたぁ」 
ラウニカ「うぇへへへぇ……。う、うれしいですぅ。助かりますぅ！」 
ラウニカ「じゃあ……うん、そうですね。早速……いただいちゃいますねぇ」 
ラウニカ「ではでは、ウツボカズラをこちらに……よいしょ、っと」 
 
ラウニカ「はい、この中でぇ、人間さんをどろどろに溶かして、栄養にしちゃいますうぅ…

…」 
ラウニカ「あ、このウツボカズラはですね、私と繋がっていて、私の身体の一部ですから…

…」 
ラウニカ「人間さんはこれから私とひとつになるってことなんですねぇ……へ、へ、へへ」 
ラウニカ「あ……でも多分、このまま突っ込んだらすっごく痛いのでぇ……」 
ラウニカ「えっと～、まずは、蜜と花粉を流し込んで、麻酔代わりにしてあげますねぇ？」 
 
ラウニカ「そ、そしたら……私とちゅーしましょ。いってらっしゃいのちゅーです。うぇへ

ひっ」 
ラウニカ「は～い、甘くていい香りの私の蜜をぉ、た～っぷり飲んでくださいね……」 
ラウニカ「ん……ちゅ、むちゅっ、あんっ……ほら、飲めば飲むほど頭がぼーっとしてきた

でしょ……？」 
 
ラウニカ「うぇひひ、目の焦点があわなくなってきましたね」 
ラウニカ「力が入らなくて、ぐったりしちゃってますねぇ」 
ラウニカ「うんうん、じゃあこのままツルで人間さんをぉ……袋の中に……」 
 
ラウニカ「ではでは人間さん、いただきま～す」 
ラウニカ「よい、っしょ……っと」 
ラウニカ「ウツボカズラのクチを大きく開けて……」 
ラウニカ「あぁぁ～～ん……って」 
 
ラウニカ「あれ……おかしいな、ひっかかっちゃいました？」 
ラウニカ「人間さんをいただくのはひさしぶりだったので……えへ、えへ」 
ラウニカ「う……ど、どうしよ。そうだ、ツルで少し押し込んでっと……」 
 
ラウニカ「うーん、うまく入っていかないですねぇ」 
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ラウニカ「んー、んん～？ なんか引っかかっちゃってるみたいなのでぇ……」 
ラウニカ「ウツボカズラの内側からもっと粘液出して、滑りやすくしましょうかぁ」 
 
ラウニカ「途中で引っかかっちゃったせいで、人間さん、私のウツボカズラから顔だけ出て

る……へへ、へへへ」 
ラウニカ「いや、笑ってる場合じゃないですね。ど、どうしよう……」 
ラウニカ「普段はこんなことしないんですけど……」 
ラウニカ「ウツボカズラ自体を少し動かしてみましょうか」 
ラウニカ「袋をツルでぐるぐるに巻いたら、波打つように、絞るように動かして……」 
 
ラウニカ「ん……ん……ん……ん……」 
ラウニカ「まるでヘビが獲物を丸呑みしてるみたいですね」 
ラウニカ「少しずつ……下へ、下へ、落ちていきますよ」 
ラウニカ「ぅん……ぅん……ぅん……」 
ラウニカ「お、お？ いけそうですね？」 
ラウニカ「あとちょっと……ん、んっ……ウツボカズラに、落ちちゃえ、落ちちゃえ……」 
 
ラウニカ「あと一息っ……」 
ラウニカ「んふふ、ゆっくり味わわせてもらいますからね？」 
ラウニカ「最後は一気に……は～い、どっぽん……♪」 
 
ラウニカ「私のウツボカズラ、ぱんぱんですぅ」 
ラウニカ「うぇひひっ、そこも私のお腹の中みたいなものですから」 
ラウニカ「人間さん？ ほら、こっちですよ？」 
ラウニカ「上から覗いている私が見えますか？」 
ラウニカ「うぇへ……ふへへ、そんな不安そうな目で見上げないでください……」 
ラウニカ「私のお腹の中でゆっくり溶けていく人間さん、かわいい……なんて愛らしいんで

しょう」 
 
ラウニカ「その溶解液も、もちろん私の体液なのですが……」 
ラウニカ「まるでお風呂にでも入ってるみたいですね」 
ラウニカ「その液につかってのんびりしていれば、じきに身体が溶けていきますので」 
ラウニカ「麻酔の効果で動けないでしょうけど、そのままゆらゆらしてれば、自然に養分に

なれますからねぇ」 
ラウニカ「そうですねぇ……あなたくらいの人間さんがぜーんぶ溶けちゃうまで……うー

ん、５時間？ ６時間くらいですかねえ」 
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ラウニカ「あぁ……人間さんが溶けて、私の身体に染み込んでいく……」 
ラウニカ「アルラウネにとって至福の時間ですぅ……」 
ラウニカ「完全に溶けてなくなるまで、上からずっと眺めていてあげますからね……うぇひ

ひ」 
ラウニカ「人間さんのこと、ぜーんぶ余さず栄養にしていただきますのでぇ……遠慮なく溶

かされちゃってください」 
ラウニカ「気前よく私の養分になってくれたことはぁ、私、決して忘れませんのでぇ……う

ぇひひひひ」 
ラウニカ「人間さんの養分が私の身体に行き渡って……」 
ラウニカ「やがて、またキレイな花を咲かせますよ、ふふふ」 
 
（END） 
 

 


